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事業者の環境パフォーマンス指標に関する

ワーキンググループについて

１． 設置の趣旨

本年１０月１０日に、環境パフォーマンス指標に関する有識者からなる「事業者の環境

パフォーマンス指標に関する検討会」を設置し、「事業者の環境パフォーマンス指標－

2000 年度版－」をより有用なものにするための検討を進めているところであるが、指標

のより詳細な検討を実施することを目的として「検討会」の下に、民間企業、ＮＧＯ、有

識者からなるワーキンググループを設置する。

２．ワーキンググループ委員（敬称略、リーダー以下５０音順）

リーダー 後藤　敏彦 環境監査研究会　代表幹事

川野　明子 元日本電気株式会社

古田　清人 キヤノン株式会社　環境企画部長

森下　研 株式会社エコマネジメント研究所　代表

３．ワーキンググループの主な検討内容

① 環境パフォーマンス指標の目的、枠組みの整理

② コア指標の選定

③ サブ指標の整理

④ 社会性指標の検討

⑤ 業態別指標の必要性の検討

⑥ 総合的評価指標に関する検討

⑦ コア指標の算定方法の考え方のとりまとめ

⑧ その他

（⑦については、検討を継続）

４．検討会の開催

□第１回打ち合わせ

日時：平成 14年 10月 23日（水）10：00～12：00

場所：日本総合研究所会議室

議事：（１）ワーキンググループでの検討範囲の確認

　（２）環境パフォーマンス指標の目的について

（３）コア指標の選定について
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□第２回打ち合わせ）

日時：平成 14年 10月 2９日（火）17：30～20：00

場所：日本総合研究所会議室

議事：（１）環境パフォーマンス指標の構成について

　（２）サブ指標の整理について

（３）業態別指標の必要性について

（４）社会性指標の検討について

□第３回打ち合わせ

日時：平成 14年 11月 7日（木）13：30～15：30

場所：環境省会議室

議事：（１）サブ指標の整理について

　（２）社会性指標の検討について

　（３）総合的評価指標の事例について

　

□第４回打ち合わせ

日時：平成 14年 11月 11日（月）15：00～18：30

場所：環境省会議室

議事：（１）マネジメントパフォーマンス指標の取り扱いについて

（２）社会性指標の検討について

　（３）コア指標、サブ指標の整理について

以上


